
―

連

携

取

組

で

育

て

た

い

人

材

像

と

は

。

　

こ

の

取

組

で

目

指

す

の

は

、

社

会

で

求

め

ら

れ

る

能

力

を

身

に

つ

け

た

グ

ロ

ー

バ

ル

人

材

の

育

成

で

す

。

―

そ

の

よ

う

な

人

材

を

必

要

と

す

る

背

景

に

は

、

ど

の

よ

う

な

課

題

が

あ

る

の

で

し

ょ

う

か

。

　

社

会

の

急

激

な

変

化

に

対

応

し

、

継

続

し

て

教

育

制

度

改

革

を

進

め

る

こ

と

が

現

在

の

大

学

の

課

題

で

す

。

そ

の

解

決

の

た

め

に

は

、

Ｐ

Ｄ

Ｃ

Ａ

（P
l
a
n
,
 
D
o
,
 
C
h
e
c
k
,
 

A
c
t

）

サ

イ

ク

ル

に

基

づ

く

積

極

的

な

大

学

運

営

が

求

め

ら

れ

て

い

ま

す

。

し

か

し

、

C
h
e
c
k

（

評

価

）

の

部

分

は

脆

弱

で

あ

り

、

教

育

制

度

改

革

の

効

果

を

確

認

し

、

次

の

制

度

改

革

に

役

立

て

る

仕

組

が

必

要

で

す

。

本

連

携

取

組

は

、

大

学

間

で

共

通

の

学

生

ア

ン

ケ

ー

ト

を

実

施

し

、

こ

れ

ま

で

に

な

い

教

育

評

価

の

仕

組

を

日

本

の

大

学

に

導

入

し

ま

す

。

―

な

ぜ

こ

の

８

大

学

で

連

携

す

る

こ

と

に

な

っ

た

の

で

す

か

。

　

本

取

組

で

は

、

ど

の

大

学

に

も

適

用

で

き

る

大

学

教

育

の

質

保

証

に

向

け

た

新

し

い

教

学

支

援

モ

デ

ル

の

構

築

を

目

指

し

て

い

ま

す

。

そ

の

た

め

に

は

、

設

置

形

態

の

相

違

を

超

え

た

国

公

私

立

大

学

の

連

携

が

求

め

ら

れ

ま

す

。

本

取

組

で

は

４

国

公

立

大

学

４

私

立

大

学

が

タ

ッ

グ

を

組

み

ま

し

た

。

こ

れ

ら

８

大

学

は

設

置

地

域

に

も

バ

ラ

エ

テ

ィ

が

あ

り

、

理

想

的

な

連

携

で

す

。

―

取

組

は

５

年

間

実

施

し

ま

す

。

ど

の

よ

う

な

計

画

を

立

て

て

い

ま

す

か

。

　

平

成

24

年

度

は

、

Ｉ

Ｒ

（I
n
s
t
i
t
u
t
i
o
n
a
l
 
R
e
s
e
a
r
c
h
 

¨

大

学

調

査

）

シ

ス

テ

ム

の

仕

様

検

討

、

卒

業

生

調

査

の

検

討

、

英

語

力

調

査

項

目

の

決

定

と

試

行

、

広

報

シ

ス

テ

ム

の

検

討

と

実

施

を

行

い

、

教

育

の

質

保

証

の

枠

組

整

備

に

努

め

ま

す

。

平

成

25

年

度

か

ら

本

格

的

な

実

施

期

間

と

な

り

、

平

成

28

年

度

に

５

年

間

の

連

携

事

業

の

ま

と

め

を

行

い

報

告

書

を

編

集

・

出

版

し

、

教

学

評

価

体

制

の

提

言

、

成

果

報

告

会

を

開

催

す

る

予

定

で

す

。

ま

た

、

取

組

期

間

終

了

後

も

連

携

大

学

に

よ

る

教

学

評

価

体

制

を

継

続

し

て

い

き

た

い

と

考

え

て

い

ま

す

。

―

こ

の

事

業

に

採

択

さ

れ

た

こ

と

で

、

新

た

に

ど

の

よ

う

な

こ

と

が

で

き

る

よ

う

に

な

り

ま

す

か

。

　

こ

の

取

組

で

は

、

新

た

に

教

学

評

価

体

制

の

モ

デ

ル

化

、

Ｉ

Ｒ

ネ

ッ

ト

ワ

ー

ク

を

活

用

し

た

英

語

学

習

評

価

お

よ

び

卒

業

生

調

査

を

行

い

ま

す

。

教

学

評

価

の

ノ

ウ

ハ

ウ

の

共

有

化

に

よ

る

人

材

育

成

と

日

本

版

教

学

評

価

モ

デ

ル

の

構

築

を

行

い

ま

す

。

英

語

力

評

価

に

よ

る

グ

ロ

ー

バ

ル

化

へ

の

対

応

や

、

卒

業

生

調

査

に

基

づ

く

大

学

教

育

の

職

業

的

レ

リ

バ

ン

ス

の

充

実

に

有

用

な

デ

ー

タ

提

供

が

で

き

る

よ

う

に

な

り

ま

す

。

平

成

28

年

度

に

は

学

生

調

査

対

象

者

数

を

全

国

で

１

万

人

と

す

る

こ

と

を

目

標

と

し

ま

す

。

―

取

組

の

中

に

は

、

各

大

学

等

で

こ

れ

ま

で

行

っ

て

い

た

活

動

の

レ

ベ

ル

ア

ッ

プ

を

図

る

も

の

も

あ

る

と

思

い

ま

す

が

、

そ

れ

は

ど

の

よ

う

な

も

の

で

す

か

。

　

過

去

３

年

間

に

わ

た

り

４

大

学

（

北

海

道

、

同

志

社

、

大

阪

府

立

、

甲

南

）

は

、

Ｉ

Ｒ

機

能

の

構

築

、

Ｉ

Ｒ

を

活

用

し

た

連

携

大

学

間

の

相

互

評

価

、

そ

の

評

価

結

果

を

単

位

の

実

質

化

、

学

生

の

学

習

時

間

の

確

保

に

結

び

つ

け

る

教

育

環

境

の

整

備

を

行

っ

て

き

ま

し

た

が

、

本

取

組

で

は

連

携

８

大

学

間

で

の

相

互

評

価

結

果

な

ら

び

に

学

内

の

調

査

デ

ー

タ

を

大

学

教

育

の

質

的

向

上

に

結

び

つ

け

る

質

保

証

シ

ス

テ

ム

の

創

出

と

教

学

支

援

組

織

の

育

成

を

目

指

し

ま

す

。

―

連

携

の

成

果

は

ど

の

よ

う

な

形

で

社

会

に

示

す

こ

と

が

で

き

る

の

で

し

ょ

う

か

。

具

体

的

な

成

果

指

標

の

イ

メ

ー

ジ

は

あ

り

ま

す

か

。

　

こ

の

調

査

を

拡

大

す

る

こ

と

で

、

日

本

の

大

学

生

の

平

均

的

な

学

習

状

況

や

到

達

度

が

公

開

さ

れ

ま

す

。

各

大

学

は

自

学

の

学

生

の

平

均

像

を

得

る

こ

と

で

、

日

本

の

平

均

像

と

の

比

較

が

可

能

に

な

り

ま

す

。

そ

の

結

果

、

自

学

の

弱

点

を

補

強

し

、

長

所

を

伸

ば

す

こ

と

が

で

き

ま

す

。
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ー
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北

海

道

経

済

連

合

会

　

会

長

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

近

　

藤

　

龍

　

夫

　

先

行

き

不

透

明

な

経

済

情

勢

の

中

に

あ

り

、

経

済

の

成

長

と

自

立

を

進

め

た

い

北

海

道

で

は

、

持

て

る

地

域

資

源

を

最

大

限

に

活

用

し

、

経

済

の

底

上

げ

を

図

る

必

要

が

あ

り

ま

す

。

連

携

取

組

に

は

、

学

生

が

社

会

で

期

待

さ

れ

る

能

力

を

身

に

つ

け

ら

れ

る

よ

う

、

大

学

教

育

の

質

的

向

上

を

要

請

し

ま

し

た

。

８

大

学

の

力

を

結

集

し

、

新

し

い

教

育

モ

デ

ル

を

構

築

し

て

優

れ

た

人

材

（

地

域

に

お

け

る

人

的

「

資

源

」

）

を

育

成

す

る

こ

と

は

、

将

来

的

に

経

済

発

展

に

つ

な

が

る

も

の

と

期

待

し

ま

す

。

連

携

取

組

で

は

、

社

会

が

求

め

る

大

学

教

育

を

測

定

す

る

た

め

の

調

査

項

目

の

導

入

等

に

関

し

て

協

働

し

ま

す

。

　


